
　
昨
年
は
福
岡
県
と
西
日
本
鉄
道

株
式
会
社
と
の
共
同
で
、
西
鉄
柳

川
駅
前
周
辺
整
備
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　
掘
割
を
二
ツ
川
か
ら
西
鉄
柳
川

駅
西
口
ま
で
引
き
込
み
、
駅
か
ら

す
ぐ
に
川
下
り
を
楽
し
め
る
よ
う

に
、
乗
船
場
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
の
広
場
や
道
路
の
整

備
を
市
が
、
飲
食
・
物
販
・
観
光

案
内
機
能
な
ど
を
持
つ
、
柳
川
ら

し
い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
交
流
施

設
を
西
日
本
鉄
道
株
式
会
社
が
建

設
さ
れ
ま
す
。
整
備
完
了
は
、
令

和
６
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
航
空
機
の
佐
賀
空
港
へ

の
着
陸
経
路
が
、
３
月
26
日
か
ら

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
６
月
、
国
土
交
通
大
臣

あ
て
に
提
出
し
た
「
佐
賀
空
港
の

西
側
海
上
か
ら
の
計
器
着
陸
装
置

の
設
置
要
望
」
に
対
し
回
答
さ
れ

た
も
の
で
す
。
着
陸
経
路
の
見
直

し
に
よ
り
、
市
上
空
を
通
過
す
る

回
数
は
、
着
陸
回
数
全
体
の
お
お

む
ね
５
％
以
下
へ
と
大
幅
に
減
少

し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
16
年
度
よ
り
着
手

さ
れ
、
地
元
の
理
解
・
協
力
の
も

と
、
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

中
島
地
区
の
築
堤
工
事
が
、
浦
島

橋
か
ら
下
流
部
の
土
堤
に
か
け

て
、
完
成
致
し
ま
し
た
。
昭
和
30

年
代
に
築
造
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
堤
防
を
土
堤
に
す
る
事
業

で
、
こ
れ
に
よ
り
、
流
域
住
民
の

防
災
・
安
全
性
が
大
き
く
向
上
し

ま
し
た
。

　
一
方
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
の
台
風
や
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
倒
伏
や
潮
風
に
よ
る
塩
害
、

冠
水
に
よ
る
湿
害
な
ど
、
米
、
大

豆
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
明
海
へ
の

流
木
の
流
出
な
ど
、
水
産
業
へ
も

大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
ち

早
く
復
旧
し
て
頂
く
た
め
に
も
、

国
・
県
な
ど
の
補
助
事
業
へ
の
対

応
、
更
に
福
岡
県
農
業
共
済
組
合

に
出
向
き
、
迅
速
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
緊
急
要
請
書
を

提
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
大
雨
時
の
内
水
氾
濫
の
対

策
と
し
て
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
事
前
に
水
路
内
の
水

位
を
下
げ
、
ま
た
、
排
水
ポ
ン
プ

を
活
用
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り

の
対
策
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
第
２
次
柳
川
市
総

合
計
画
の
将
来
像
「
水
と
人
と
ま

ち
が
輝
く
　
柳
川
」
を
実
現
す
る

た
め
の
政
策
目
標
で
あ
る
「
ひ
と

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」「
し
ご
と
づ
く
り
」

に
合
わ
せ
、
私
の
施
策
の
一
端
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
子
育
て
】
▽
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
り
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
、
母
子
保
健
事
業
と
子

育
て
支
援
事
業
の
一
体
的
な
実
施

を
図
る
た
め
、
子
育
て
支
援
課
内

に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
▽
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
期
の
保
健
情
報
を
簡
単
に

入
手
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導

入
▽
赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
こ
と
や
お

母
さ
ん
の
心
と
体
の
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
小
児
科
医
に
よ
る
相
談

や
助
産
師
に
よ
る
母
乳
ケ
ア
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
産
院
退
院
直
後
か
ら
支
援
す
る

「
ゆ
り
か
ご
サ
ポ
ー
ト
」
の
実
施
▽

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
柳
城
児
童

館
に
代
わ
り
、
新
た
な
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
施
設
を
整
備
▽
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
慢
性
的
な
支
援

員
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
処
遇

改
善
を
行
う
こ
と
で
支
援
員
の
安

定
的
な
確
保
を
図
る

【
学
校
給
食
】
学
校
給
食
費
の
公
会

計
化
に
よ
り
、
学
校
や
保
護
者
の

集
金
に
よ
る
負
担
軽
減
や
事
務
の

透
明
化
を
図
る

行
政
と
市
民
が
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

水
と
人
と
ま
ち
が
輝
く
柳
川
を
目
指
す

所信表明
金子健次市長は 2 月 25 日、令和 2
年第 1回柳川市議会定例会で、令和2
年度の市政運営に臨む所信を述べまし
た。内容を要約して紹介します。

令和 2 年度 金子市長の

【
都
市
計
画
】
▽
名
勝
水
郷
柳
河

の
指
定
地
を
含
む
西
鉄
柳
川
駅
周

辺
お
よ
び
沖
端
水
天
宮
周
辺
の
掘

割
や
道
路
の
改
修
整
備
、
夜
間
景

観
づ
く
り
の
推
進
▽
立
花
い
こ
い

の
森
公
園
に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う

環
境
の
整
備

【
生
活
環
境
】
▽
可
燃
ご
み
の
排
出

量
抑
制
を
図
る
た
め
、
資
源
物
の

分
別
を
促
進

【
防
災
】
▽
中
層
建
築
物
な
ど
の
火

災
対
応
お
よ
び
高
所
か
ら
の
放
水

も
可
能
と
な
る
13
ｍ
ブ
ー
ム
付
多

目
的
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

▽
防
災
行
政
無
線
の
音
声
が
聞
こ

え
な
い
地
点
に
屋
外
拡
声
子
局
を

増
設

【
生
涯
学
習
】
▽
立
花
宗
茂
が
柳
川

に
再さ

い
ふ
う封
さ
れ
て
４
０
０
年
の
節
目

に
当
た
る
た
め
、
立
花
家
資
料
館

と
共
同
で
立
花
宗
茂
再
封
４
０
０

年
記
念
特
別
展
「
宗
茂
再
封
！
」

を
開
催
▽
経
年
に
よ
り
劣
化
し
た

郷
土
の
歴
史
文
化
財
案
内
板
の
改

修
▽
新
た
な
文
化
交
流
拠
点
と
な

る
市
民
文
化
会
館
の
開
館
に
合
わ

せ
、
文
化
振
興
な
ど
の
拡
大
に
向

け
た
事
業
を
展
開

【
観
光
】
▽
観
光
の
新
た
な
価
値
創

造
の
た
め
に
、
観
光
振
興
を
図
り

地
域
経
済
効
果
を
高
め
る
対
策
に

取
り
組
む
た
め
、
推
進
母
体
と
な

る
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮

称
）
の
組
織
を
構
築

【
農
業
】
水
田
農
業
に
お
け
る
担
い

手
不
足
、
高
齢
化
を
踏
ま
え
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
経
営
規

模
の
拡
大
省
力
化
、
生
産
者
の
所

得
向
上

【
水
産
業
】
漁
協
が
整
備
す
る
共
同

利
用
施
設
で
あ
る
海
苔
網
冷
凍
保

存
冷
蔵
庫
や
冷
却
設
備
、
佃
煮
加

工
施
設
な
ど
の
共
同
利
用
施
設
の

推
進

　
今
年
は
、
第
２
次
柳
川
市
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
と
第
４
次

柳
川
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
子
育
て
環
境
、
雇
用
の

場
の
確
保
な
ど
に
対
す
る
解
決
策

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
ひ

と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
し
ご

と
づ
く
り
と
い
う
４
つ
の
柱
に

沿
っ
て
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な

行
政
運
営
を
図
り
、
そ
の
実
現
に

向
け
、
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
起
因
し
た
行
政
需
要
は
拡

大
、
多
様
化
し
て
お
り
、
暮
ら
し

の
安
全
安
心
の
取
り
組
み
や
地
方

創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
、
地
域
の
実
態
に
則
し
て
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
限
り
あ
る
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に

応
え
て
い
く
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
維
持
し
、
本
市

を
取
り
巻
く
状
況
や
時
代
の
潮
流

に
対
応
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
行
政
と
市
民
の
皆
様
が
と
も
に

汗
を
か
き
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
こ
と
で
、
柳
川
市
の
将
来

像
「
水
と
人
と
ま
ち
が
輝
く
　
柳

川
」
を
達
成
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ど
う
か
市
民
の
皆

様
、
議
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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若
い
世
代
の
希
望
を
叶

え
、
柳
川
の
子
育
て
、
暮

ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
る

「
ひ
と
づ
く
り
」

１

水
郷
柳
川
の
風
情
や
快

適
さ
に
共
感
し
、
人
を

惹
き
つ
け
る

「
ま
ち
づ
く
り
」

２
柳
川
の
歴
史
・
文
化
・

風
土
に
誇
り
と
愛
着
を

持
つ

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

３

柳
川
の
地
域
資
源
や
産

物
を
誇
れ
る

「
し
ご
と
づ
く
り
」

４

藤吉公園の桜


